
論

説
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の

１
）

歩
み

笹

川

敏

彦

一

は
じ
め
に

⑴

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（so

ciete
eu
ro
p
een

n
e,
E
u
ro
p
ea
n C

o
m
p
a
n
y
,
S
o
cieta

s E
u
ro
p
a
ea
;
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E

）
法
が

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
八
日
に
成
立
し
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
八
日
に
施
行
さ
れ
た
。
同
法
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
関
す
る
二
〇
〇
一

札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
一
号
）

）

一

一

六

一
九
九
一
年
修
正
案
の
提
出

七

一
九
九
一
年
修
正
案
の
失
速
か
ら
ダ
ヴ
ィ
グ
ノ
ン
委
員
会
ま
で

八

ダ
ヴ
ィ
グ
ノ
ン
報
告
書
の
提
出
と
そ
の
後
の
交
渉

九

ニ
ー
ス
の
驚
き
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
成
立

一
〇

お
わ
り
に

目

次

一
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め
に

二

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
起
源

三

欧
州
委
員
会
に
よ
る
最
初
の
提
案
｜

一
九
七
〇
年
案

四

一
九
七
五
年
修
正
案
の
提
出
と
議
論
の
頓
挫

五

議
論
の
再
開
と
一
九
八
九
年
案
の
提
出



年
一
〇
月
八
日
理
事
会

２
）

規
則
」（
以
下
、「
Ｓ
Ｅ
規
則
」
と
略
す
る
）
お
よ
び
「
労
働
者
参
加
に
関
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
を
補
完
す
る

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
八
日
理
事
会

３
）

指
令
」（
以
下
、「
労
働
者
参
加
指
令
」
と
略
す
る
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
各
国
の
会
社
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
超
国
家
法
と
し
て
の
Ｅ
Ｕ
法
に
も
と
づ
い
て
設
立

さ
れ
る
Ｅ
Ｕ
の
超
国
家
的
会
社
法
で

４
）

あ
る
。
同
法
の
成
立
に
よ
り
、
①
国
際
合
併
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
②
各
加
盟
国
の

会
社
法
制
の
違
い
か
ら
生
じ
る
事
務
管
理
コ
ス
ト
（
年
間
約
三
〇
〇
億
ユ

５
）

ー
ロ
）
を
削
減
で
き
、
さ
ら
に
③
域
内
市
場
の
完
成
に
と
っ
て

大
き
な
貢
献
に
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑵

筆
者
は
、こ
れ
ま
で
、二
〇
〇
一
年
に
成
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
「
設
立
」
に
つ
い
て
焦
点
を
絞
っ
て
検
討
を
加
え
て

６
）

き
た
。

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
と
は
視
点
を
変
え
て
、
同
法
が
成
立
す
る
ま
で
の
歩
み
を
辿
り
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も

７
）
８
）

の
で
あ
る
。

⑶

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
若
干
言
及
し

９
）

た
い
。

ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
現
在
に
お
い
て
五
社
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
再
保
険
会
社
の

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
利
用
し
て

10
）

い
る
。

次
に
、
Ｅ
Ｕ
全
体
に
お
け
る
利
用
状
況
を
見
て
み
た
い
。
新
加
盟
国
で
あ
る
ル
ー
マ
ニ
ア
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
除
く
、
す
べ
て
の
加
盟
国

に
お
い
て
、
国
内
法
へ
の
組
み
入
れ
は
完
了
し
て
い
る
。
ま
た
、
欧
州
経
済
領
域
（
Ｅ
Ｅ
Ａ
）
の
三
ヶ
国
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
・
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
）
も
、
国
内
法
へ
組
み
入
れ
て
い
る
。
同
じ
く
、
二
〇
〇
七
年
五
月
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
Ｅ
Ｕ
全
体
に
お

い
て
、
七
〇
社
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
設
立
さ
れ
て

11
）

い
る
。
そ
の
う
ち
四
〇
％
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
ド
イ
ツ
で
設
立
さ
れ
て

12
）

い
る
。
欧

州
経
済
領
域
に
お
い
て
は
三
社
が
設
立
さ
れ
、
合
計
一
四
ヶ
国
に
お
い
て
設
立
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
お
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
（
笹
川

敏
彦
）

）

二

二



ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
、
た
と
え
ば
、
ア
リ
ア
ン
ツ
（
ド
イ
ツ
）、
エ
ル
コ
テ
ッ
ク
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
（
フ
ラ
ン
ス
）

な
ど
の
上
場
会
社
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
非
上
場
会
社
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ユ
ー
ロ
ト
ン

ネ
ル
（
交
通
・
運
送
、
ベ
ル
ギ
ー
）、
イ
ヴ
・
サ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン
（
化
粧
品
、
ベ
ル
ギ
ー
）
な
ど
の
多
様
な
業
種
に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。⑷

以
下
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
成
立
ま
で
の
歩
み
を
時
系
列
に
沿
っ
て
検
証
し

13
）

た
い
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
会
社
法
の
起
源
に
つ
い
て
言
及
し
（
二
）、
欧
州
委
員
会
に
よ
る
最
初
の
提
案
で
あ
る
一
九
七
〇
年
案
に
つ
い
て
（
三
）、
な
ら
び
に
、

二
つ
目
の
提
案
で
あ
る
一
九
七
五
年
修
正
案
と
議
論
が
い
っ
た
ん
中
断
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を
検
討
す
る（
四
）。
成
立
ま
で
の
歩
み
を
三
つ

の
時
期
に
区
分
す
る
な

14
）

ら
ば
、
こ
こ
ま
で
が
第
一
期
と
な
ろ
う
。
次
に
、
中
断
し
て
い
た
議
論
が
再
開
さ
れ
て
か
ら
三
つ
目
の
提
案
で
あ

る
一
九
八
九
年
案
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
を
検
討
し
（
五
）、
そ
の
後
、
四
つ
目
の
提
案
で
あ
る
一
九
九
一
年
修
正
案
が
提
出
さ
れ
（
六
）、

同
修
正
案
が
頓
挫
し
て
か
ら
ダ
ヴ
ィ
グ
ノ
ン
委
員
会
が
創
設
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
分
析
す
る（
七
）。
こ
こ
ま
で
が
第
二
期
と
な
る
。
さ

ら
に
、
ダ
ヴ
ィ
グ
ノ
ン
委
員
会
の
報
告
書
と
そ
の
後
の
交
渉
に
つ
い
て
検
討
し
（
八
）、
ニ
ー
ス
で
の
首
脳
理
事
会
に
よ
る
合
意
を
経
て
、

閣
僚
理
事
会
に
お
い
て
正
式
に
採
択
さ
れ
る
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
（
九
）。
こ
れ
が
第
三
期
に
あ
た
る
。
最
後
に
、

本
稿
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
（
一
〇
）。

注

１
）

本
稿
は
、
二
〇
〇
二
年
三
月
に
関
西
学
院
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
提
出
し
た
修
士
論
文
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
の
前
夜
｜

一
九
九
一

年
修
正
案
｜

」（
未
公
刊
）
の
第
一
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
沿
革
」
を
抽
出
し
、
こ
れ
に
大
幅
な
修
正
・
加
筆
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。

札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
一
号
）

）

三

三
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４
）

も
っ
と
も
、
一
九
七
〇
年
案
お
よ
び
一
九
七
五
年
修
正
案
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
全
て
の
側
面
を
規
定
し
よ
う
と

試
み
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
一
年
に
成
立
し
た
Ｓ
Ｅ
規
則
は
、
数
多
く
の
事
項
を
各
加
盟
国
の
法
制
に
委
任
し
て
お
り（
九
条
）、
同
規
則
は
も
は

や
純
粋
な
意
味
に
お
け
る
超
国
家
的
制
度
と
は
い
え
な
い
側
面
が
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
（
笹
川
・
後
掲
注

６
）合
併
方
式
六
五
頁
参
照
）。

５
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６
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
、
①
合
併
方
式
、
②
持
株
会
社
方
式
、
③
共
同
子
会
社
方
式
、
④
組
織
変
更
方
式
の
四
つ
の
方
式
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る（
Ｓ

Ｅ
規
則
二
条
一
項
｜
四
項
）。
ま
ず
、
合
併
方
式
に
よ
る
設
立
に
つ
い
て
は
、
笹
川
敏
彦「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
設
立
｜

合
併
方
式
に
よ

る
設
立
を
中
心
に
｜

」
法
と
政
治
（
関
西
学
院
大
学
法
政
学
会
）
五
五
巻
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
四
七
頁
以
下
、
次
に
、
持
株
会
社
方
式
に
つ
い
て

は
、
同
「
持
株
会
社
方
式
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
」
法
と
政
治
五
五
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
五
五
頁
以
下
、
さ
ら
に
、
組
織
変
更
方
式

に
つ
い
て
は
、
同
「
組
織
変
更
方
式
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
」
札
幌
学
院
法
学
二
二
巻
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
三
頁
以
下
に
お
い
て
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
と
り
わ
け
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
の
点
に
つ
い
て
は
、
同
「
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
｜

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
会
社
法
の
示
唆
｜

」
札
幌
学
院
法
学
二
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
頁
以
下
、
加
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
お
よ
び
組
織
再
編
の

特
色
に
つ
い
て
は
、
同
「
組
織
再
編
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
制
の
特
色
｜

わ
が
国
法
制
と
比
較
し
て
｜

上
）（
下
）」
国
際
商
事
法
務
三

五
巻
三
号
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
二
三
頁
以
下
、
四
五
〇
頁
以
下
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
。

７
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
成
立
ま
で
の
歴
史
に
言
及
さ
れ
る
、
わ
が
国
の
代
表
的
な
業
績
の
み
を
挙
げ
る
と
、
森
本
滋『
Ｅ
Ｃ
会
社
法
の
形
成
と
展
開
』

（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
四
年
）
五
八
頁
以
下
、
奥
島
孝
康
「
Ｅ
Ｃ
会
社
法
の
形
成
と
展
望
」『
フ
ラ
ン
ス
企
業
法
の
理
論
と
動
態
』（
成
文
堂
、

）

四

四

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
（
笹
川

敏
彦
）



一
九
九
九
年
）
三
九
一
頁
以
下
〔
初
出
、
日
本
Ｅ
Ｃ
学
会
年
報
一
一
号
（
一
九
九
一
年
）〕、
大
和
正
史
「
Ｅ
Ｃ
会
社
法
の
調
整
｜

そ
の
現
状
と
問

題
点
｜

」
Ｅ
Ｃ
法
研
究
班
『
Ｅ
Ｃ
統
合
と
Ｅ
Ｃ
法
の
展
開
』（
関
西
大
学
法
学
研
究
所
研
究
叢
書
第
七
冊
、
一
九
九
一
年
）
一
一
一
頁
以
下
、
正
井

章
筰
『
Ｅ
Ｃ
国
際
企
業
法
』（
中
央
経
済
社
、
一
九
九
四
年
）
一
〇
五
頁
以
下
、
高
橋
紀
夫
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
法
（
案
）
に
お
け
る
労
働
者
の

経
営
参
加
」『
現
代
企
業
法
の
理
論
と
実
務
｜

高
窪
利
一
先
生
還
暦
記
念
｜

』（
経
済
法
令
研
究
会
、
一
九
九
三
年
）一
七
七
頁
以
下
、
上
田
廣
美

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
と
従
業
員
の
経
営
参
加
に
関
す
る
最
新
動
向
（
上
）（
下
）」
国
際
商
事
法
務
二
九
巻
五
号
（
二
〇
〇
一
年
）
五
二
七
頁
以
下
、

同
巻
六
号
（
二
〇
〇
一
年
）
六
六
六
頁
以
下
、
正
井
章
筰
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
に
お
け
る
労
働
者
の
参
加
規
制
の
新
展
開
」
小
島
康
裕
教
授
退

官
記
念
『
現
代
企
業
法
の
新
展
開
』
泉
田
栄
一
他
編
著
（
信
山
社
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
四
六
五
頁
、
濱
口
桂
一
郎
『
Ｅ
Ｕ
労
働
法
の
形
成
｜

欧

州
社
会
モ
デ
ル
に
未
来
は
あ
る
か
？
｜

』（
日
本
労
働
研
究
機
構
、
増
補
版
、
二
〇
〇
一
年
）
三
七
頁
以
下
、
八
八
頁
以
下
、
三
〇
一
頁
以
下
、
上

田
廣
美
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
成
立
と
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
従
業
員
参
加
」
日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
年
報
二
三
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
三
一
頁
以
下
、
野
田
輝

久
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
評
価
｜

ド
イ
ツ
法
の
視
点
か
ら
｜

」
青
山
経
営
論
集
三
七
巻
（
二
〇
〇
三
年
）
四
号
二
三
八
頁
以

下
、
海
道
ノ
ブ
チ
カ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（
Ｓ
Ｅ
）
創
出
の
歴
史
」
商
学
論
究
五
一
巻
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
頁
以
下
等
が
あ
る
。

８
）

本
稿
に
お
い
て
は
、
次
の
外
国
語
文
献
を
参
照
し
た
。
英
語
文
献
と
し
て
は
、Piter S

a
n
d
ers,

E
u
ropean S

tock C
orporation

,
T
ext of D

raft
 

S
tatu

te w
ith C

om
m
en
tary

,
1969,

Ja
n
et D

in
e,
E
C
 
C
om
pan

y L
aw
,
1991,

a
t 3.

13 et su
iv
.,
W
eh
la
u
,
‘T
h
e S

o
cieta

s E
u
ro
p
ea
:
A

 
C
ritiq

u
e o

f th
e C

o
m
m
issio

n
’s 1991 A

m
en
d
ed P

ro
p
o
sa
l’,
C
om
m
on
 
M
arket L

aw
 
R
eview

,
1992,

n
°
29,

p
.
473 et su

iv
.,
Ja
n
et

 
D
in
e,
‘T
h
e E

u
ro
p
ea
n E

co
n
o
m
ic In

terest G
ro
u
p
in
g a

n
d th

e E
u
ro
p
ea
n C

o
m
p
a
n
y S

ta
tu
te:

N
ew
 
M
o
d
el fo

r C
o
m
p
a
n
y L

a
w

 
H
a
rm
o
n
iza
tio
n
’
A
n
d
en
a
s,
a
n
d
 
K
en
y
o
n
-S
la
d
e,
ed
s.,

E
C
 
F
in
an
cial

 
M
arket R

egu
lation

 
an
d
 
C
om
pan

y
 
L
aw
,
1993,

C
a
rla

 
T
a
v
a
res D

a C
o
sta a

n
d A

lex
a
n
d
er d

e M
eester B

ilreiro
,
T
h
e E

u
ropean C

om
pan

y S
tatu

te
,
2003,

p
.
17 et su

iv
.,
E
rik W

erla
u
ff,

S
E
---T

h
e L

aw
 
of th

e E
u
ropean C

om
pan

y
,
2003,

tra
n
sla
ted b

y S
tev

en H
a
rris,

p
.
39 et su

iv
.,V

a
n
essa E

d
w
a
rd
s,E

C
 
C
om
pan

y
 

L
aw
,
1999,

p
.
399 et su

iv
.,
Ja
n
et D

in
e a

n
d P

a
u
l H

u
g
h
es,

E
C
 
C
om
pan

y L
aw
,
2003,

u
p
d
a
te 15,

a
t 9.1 et su

iv
.

フ
ラ
ン
ス
語

文
献
と
し
て
は
、H

erv
e
S
y
n
v
et,

E
n
fin la so

ciete
eu
ro
p
een

n
e,
R
evu

e T
rim

estrielle d
e d

roit eu
ropeen

,
1990,

n
°
2,
p
.
25 et su

iv
.,

P
h
ilip

p
e W

o
o
d
la
n
d
,
‘L
a so

ciete
eu
ro
p
een

n
e
(S
E
):
la d

ern
iere lig

n
e d

ro
ite?’

R
evu

e d
u
 
M
arch

e
C
om
m
u
n
 
et d

e l’U
n
ion

 
E
u
ropeen

n
e
,
1991,

n
°
352,

p
p
.
808 et su

iv
.,
B
en
o
ıt D

u
to
u
r,
S
o
cieta

s E
u
ro
p
a
e:
a
n
a
ly
se d

e la d
ern

iere p
ro
p
o
sitio

n m
o
d
ifiee

 
d
e la C

o
m
m
issio

n eu
ro
p
een

n
e co

n
cern

a
n
t le p

ro
jet d

e so
ciete

eu
ro
p
een

n
e
(S
.E
.),
G
azette d

u P
alais

,
19 m

a
rs 1992,

p
.
233

札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
一
号
）

）

五

五



et su
iv
,
M
ich
el M

en
ju
cq
,
D
roit in

tern
ation

al et eu
ropeen

 
d
es societes

,
2001,

p
.
116 et su

iv
.,
F
ra
n
ço
ise B

la
n
q
u
et,

E
n
fin la

 
so
ciete

eu
ro
p
een

n
e,
R
evu

e d
u
 
D
roit d

e l’U
ion
 
E
u
ropeen

n
e
,
2001 n

°
1,
p
.
67 et su

iv
.,
Ja
cq
u
es-L

o
u
is C

o
lo
m
b
a
n
i et M

a
rc

 
F
a
v
ero

,
L
a societe

eu
ropeen

n
e
,
2002,

p
.
5 et su

iv
.,
M
a
u
rice C

o
zia
n
,
A
la
in V

ia
n
d
ier et F

lo
ren

ce D
eb
o
issy

,
D
roit d

es S
ocietes

,

20
ed
.,
2007,

n
°
1316 et su

iv
.,
P
a
u
l L

e C
a
n
n
u
,
D
roit d

es S
ocietes

,
2002,

n
°
898 et su

iv
.,
A
la
in C

o
u
ret,

L
es tech

n
iq
u
es d

e
 

co
n
stitu

tio
n d

e la so
ciete

eu
ro
p
een

n
e,
L
a societe

eu
ropeen

n
e
,
so
u
s la d

irectio
n d

e K
la
u
s J.

H
o
p
t,
M
ich
el M

en
ju
cq
,
et E

d
d
y

 
W
y
m
eersch

,
2003,

p
.
21 et su

iv
.,
P
h
ilip

p
e M

erle et A
n
n
e F

a
u
ch
o
n
,
D
roit C

om
m
ercial societes com

m
erciales

,
10

ed
.,
2005,

p
.
39 et su

iv
.
G
illes B

elier,
C
a
th
erin

e C
a
th
ia
rd
 
et Jero

m
e S

ib
ille,

L
a
 
so
ciete

eu
ro
p
een

n
e a

p
res u

n
e lo

n
g
u
e g

esta
tio
n

 
leg
isla

tiv
e,
so
n sta

tu
t est en

fin in
teg

re
d
a
n
s le d

ro
it fra

n
ça
is!,

P
etites A

ffich
es
,
3 a

o
u
t 2005,

n
°
153,

p
p
.
7 et su

iv
.,
E
len
a

 
P
a
sca

l,
S
o
cieta

s E
u
ro
p
a
ea p

o
in
t d

’a
ctu

a
lite

et p
rem

ieres crea
tio
n
s,
P
etite affich

es
,
3 a

o
u
t 2005,

n
°
153,

p
.
19 et su

iv
.,

A
h
erin

e C
a
th
ia
rd
,
L
a so

ciete
eu
ro
p
een

n
e en d

ro
it fra

n
ça
is,
D
roit d

es societe
,
D
ecem

b
re 2005,

p
.
7 et su

iv
.,
B
en
o
it L

eco
u
rt,

C
h
ro
n
iq
u
e d
e d
ro
it eu

ro
p
een d

es so
cietes,

R
evu

e d
es societes

,
n
°
3,
2005,

p
.
701 et su

iv
.,
B
ern

a
rd S

a
in
to
u
ren

s,
L
es refo

rm
es

 
d
u d

ro
it d

es so
cietes p

a
r les lo

is d
u 26 ju

illet 2005 p
o
u
r la co

n
fia
n
ce et la m

o
d
ern

isa
tio
n d

e l’eco
n
o
m
ie et d

u 2 a
o
u
t en

 
fa
v
eu
r d

es p
etites et m

o
y
en
n
es en

trep
rises,

R
evu

e d
es societes

,
n
°
3,
2005,

p
.
556 et su

iv
.,
L
u
c Ju

lien
-S
a
in
t-A

m
a
n
d
,
L
e

(fu
tu
r)
ro
le d

e la so
ciete

eu
ro
p
een

n
e d

a
n
s le m

o
n
d
e d

es a
ffa
ires en fra

n
ce et en a

llem
a
g
n
e,
P
etite affich

es
,
17 a

o
u
t 2006,

n
°
164,

p
.
43 et su

iv
.,
B
a
rth
elem

y M
erca

d
a
l,
P
h
ilip

p
e Ja

n
in
,
A
n
n
e C

h
a
rv
eria

t et A
la
in C

o
u
ret,

M
em
en
to P

ratiqu
e,
S
ocietes

 
C
om
m
erciales 2

0
0
6
,
2005,

n
°
31200 et su

iv
.,
M
ich
el M

en
ju
cq
,
P
rem

iers p
a
s et p

rem
ier b

ila
n d

e la S
E en F

ra
n
ce,

R
evu

e d
es

 
S
ocietes

,
n
°
2,
2007,

p
.
253 et su

iv
.,
N
o
elle L

en
o
ir,

L
a S

E
 
ou
 
S
ocietas E

u
ropaea

:
pou

r u
n
e citoyen

n
ete

eu
ropeen

n
e d

e l’

en
treprise

,
L
a D

o
cu
m
en
ta
tio
n fra

n
ça
ise,

2007,
p
.
7 et su

iv
.

９
）

以
下
の
記
述
は
、M

en
ju
cq 2007,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,p

.254
を
参
照
し
た
。
な
お
、
二
〇
〇
五
年
八
月
三
日
現
在
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
紹
介
し
た
（
笹
川
・
前
掲
注

６
）公
正
確
保
一
一
頁
注
25
）。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
一
日
ま
で

の
設
立
状
況
（
設
立
を
計
画
中
の
会
社
も
含
む
）
は
、S

E
E
u
ro
p
e

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（w

w
w
.seeu

ro
p
e-n
etw

o
rk
.o
rg

）
に
ｐ
ｄ
ｆ
文
書
の
形
式

で
掲
載
さ
れ
て
い
る
（S

a
n
d
ra S

ch
w
im
b
ersk

y a
n
d M

elin
d
a K

elem
en
,
E
sta
b
lish

ed
,
p
la
n
n
ed a

n
d liq

u
id
a
ted S

E
s,
la
st u

p
-d
a
te:

11-11-2007

）（S
E
E
u
ro
p
e

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
上
田
廣
美「
共
同
体
法
に
お
け
る
会
社
法
の
基
本
的
問
題
と
そ
の
課
題
｜

ヨ
ー
ロ
ッ

）

六

六

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
（
笹
川

敏
彦
）



パ
会
社
と
開
業
の
自
由
を
中
心
に
｜

」
慶
應
法
学
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
頁
以
下
か
ら
ご
教
示
を
賜
っ
た
）。

10
）

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
は
、S

C
O
R G

lo
b
a
l L
ife S

A

、S
C
O
R G

lo
b
a
l P
&
C

お
よ
びS

C
O
R S

A

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
利
用
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
金
融
ブ
ロ
ー
カ
ー
で
あ
るV

iel et C
ie F

in
a
n
ce

、
不
動
産
会
社
で
あ
るL

a so
ciete

In
n
o
v
a
tis et C

ie F
in
a
n
ce

も
同
社
を
利
用
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
七
年
六
月
以
降
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
のE
u
ro
fin
s
 
S
cien

tific-S
E

お
よ
び
農
業
製
品
のL

im
a
g
ra
in
 
C
en
tra
l

 
E
u
ro
p
-S
E

も
同
社
を
利
用
し
て
い
る
（S

ch
w
im
b
ersk

y a
n
d K

elem
en
,
su
pra

.
n
o
te n

°
9,
p
.
3

）。

11
）

七
〇
社
の
リ
ス
ト
は
、L

en
o
ir,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
p
.
166

170

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
一
日
現
在
で
は
、
約

一
〇
五
社
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
設
立
さ
れ
て
い
る
（S
ch
w
im
b
ersk

y a
n
d K

elem
en
,
su
pra

.
n
o
te n

°
9

）。

12
）

ド
イ
ツ
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
利
用
が
最
も
多
い
の
は
、
同
社
の
利
用
に
伴
う
労
働
者
参
加
制
度
へ
の
抵
抗
が
少
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。

13
）

な
お
、
以
下
の
検
証
は
、
そ
の
多
く
をE
d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
399 et su

iv
.

お
よ
びM

en
ju
cq 2001,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
116

 
et su

iv
.

に
依
拠
し
て
い
る
。

14
）

海
道
論
文
（
前
掲
注

7
））
三
頁
以
下
お
よ
び
野
田
論
文
（
前
掲
注

7
））
二
四
一
｜
二
四
四
頁
は
、
本
稿
の
よ
う
に
三
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ

て
い
る
。
と
く
に
、
野
田
論
文
は
、
か
か
る
区
分
に
つ
い
て
、L

u
tter

 
M
a
rcu

s,
E
u
ro
p
a
isch

e
 
A
k
tien

g
esellsch

a
ft

｜R
ech

tsfig
u
r
 
m
it

 
Z
u
k
u
n
ft,

B
B
 
2002,

S
.
1 ff.

を
参
考
に
し
て
若
干
の
修
正
を
加
え
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
野
田
・
前
掲
注

7
）二
六
二
頁
）。

二

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の

15
）

起
源

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
着
想
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
（
欧
州
経
済
共
同
体
）
が
創
設
さ
れ
る
（
一
九
五
七
年
）
よ
り
も
古
く
か
ら
存
在
し
た
。
同

法
は
、
そ
の
成
立
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
か
ら
、（
伝
説
上
の
）「
大
海
蛇
」（serp

en
t

16
）

d
e m

er

）
で
あ
る
と
か
、
ま
た
、「
共
同
体
法

の
ア
ル
ル
の
女
」（L

’a
rlesien

n
e d
u d
ro
it

17
）

co
m
m
u
n
a
u
ta
ire

）
で
あ
る
と
か
呼
ば
れ
て
い
た
。
実
際
、
同
法
は
、「
実
定
法
の
領
域
と

札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
一
号
）

）

七

七



い
う
よ
り
も
、夢
の
法
（d

ro
it rev

e

）
の
領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
て
き
た
と
も
指
摘
さ

18
）

れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
起
源
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
（C

o
n
seil d

e l’E
u
ro
p
e

）
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
」（co

m
p
a
g
n
ie eu

ro
p
een

n
e

）

の
草
案
を
、
一
九
四
九
年
お
よ
び
一
九
五
二
年
に
提
出
し
た
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
草
案
は
、
成
立
す
る
こ
と
は

な
か

19
）

っ
た
。
そ
の
後
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
着
想
は
、
共
同
体
内
に
お
い
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
爾
来
、
幾
多
の
法
案
が
提
案
さ
れ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
か
か
る
法
案
の
系
譜
を
辿
る
こ
と
は
、
同
会
社
の
直
面
し
て
き
た
困
難
性
を
十
分
に
想
起
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ

20
）

れ
る
。

そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
と
い
う
制
度
は
、
一
九
五
九
年
、
テ
ィ
ビ
エ
ル
ジ
ュ
（T

h
ib
ierg

e

）
氏
に
よ
り
、
ト
ゥ
ー
ル
で
の
第
五
七

回
フ
ラ
ン
ス
公
証
人
会
議
に
お
い
て
提
案
さ

21
）

れ
た
。
ま
た
、
同
年
一
〇
月
二
二
日
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
大
学
高
等
経
済
研
究
所（th

e R
o
tter-

d
a
m
 
S
ch
o
o
l o
f E

co
n
o
m
ics

）
の
開
講
演
説
に
お
い
て
、
ピ
ー
タ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
（P

iter S
a
n
d
ers

）
教
授
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会

社
の
提
案
を
行

22
）

っ
た
。
六
年
後
の
一
九
六
五
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
り
、
欧
州
委
員
会
は
、
同
教
授
を
議
長
と
す
る
専

門
家
の
作
業
部
会
を
設
置
し
た
。
こ
の
作
業
部
会
は
、
同
教
授
の
ほ
か
、
五
つ
の
加
盟
国
の
専
門
家
か
ら
構
成
さ

23
）

れ
た
。
か
か
る
部
会
の

草
案
は
翌
年
（
一
九
六
六
年
）
の
終
り
に
は
完

24
）

成
し
、
欧
州
委
員
会
の
最
初
の
提
案
で
あ
る
一
九
七
〇
年
案
の
基
礎
と
な
っ
た
。

注

15
）

本
節
（
二
）
が
対
象
と
す
る
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
の
動
向
に
関
し
、
と
り
わ
け
、
当
該
期
間
の
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ヴ
に
つ
い
て
は
、
森
本
・
前
掲
注

７
）五
九
｜
六
二
頁
に
詳
し
い
。

16
）

S
y
n
v
et,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
25,

B
la
n
q
u
et,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
68,

M
en
ju
cq 2001,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
116,

C
o
lo
m
b
a
n
i et

 
F
a
v
ero

,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
5.

ま
た
、«serp

en
t d
e m

er»

は
、
そ
の
他
に
「（
得
体
の
知
れ
な
い
）
海
獣
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
（
小
学
館

ロ
ベ
ー
ル
仏
和
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
小
学
館
ロ
ベ
ー
ル
仏
和
大
辞
典
』（
一
九
八
八
年
）
二
二
二
八
頁
）。

）

八

八

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
（
笹
川

敏
彦
）



17
）

ア
ル
ル
の
女
（a

rlesien
n
e

）
と
は
、
歌
劇
「
ア
ル
ル
の
女
」
に
ア
ル
ル
の
女
が
一
度
も
姿
を
現
さ
な
い
こ
と
か
ら
、「
い
つ
も
話
題
に
上
る
が
姿

を
現
さ
な
い
も
の
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
（
小
学
館
ロ
ベ
ー
ル
仏
和
大
辞
典
編
集
委
員
会
・
前
掲
注

16
）一
四
二
頁
）。

18
）

C
o
lo
m
b
a
n
i et F

a
v
ero

,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
5.

そ
の
他
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
は
、「
ネ
ッ
シ
ー
」（N

essie

）
と
も
揶
揄
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
（C

h
ristia

n G
a
v
a
ld
a et G

ilb
ert P

a
rlea

n
i,
D
roit com

m
u
n
au
taire d

es affaires
,
1988,

p
.
157.

奥
島
・
前
掲
注

７
）三
九
七
頁

よ
り
引
用
）。

19
）

M
en
ju
cq 2001,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
116.

20
）

M
en
ju
cq 2001,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
116.

21
）

T
h
ib
ierg

e,
«L
e sta

tu
t d

es so
cietes etra

n
g
eres»

d
a
n
s:
L
e statu

t d
e l’etran

ger
 
et le m

arch
e
com

m
u
n
,
57

co
n
g
res d

es
 

n
o
ta
ries d

e F
ra
n
ce,

ten
u a

T
o
u
r en 1959,

p
.
270 et su

iv
.,
p
.
352,

p
.
360 et su

iv
. （
未
見
。
C
o
lo
m
b
a
n
i et F

a
v
ero

,
su
pra

.
n
o
te

 
n
°
8,
p
.
5

よ
り
引
用
）。

22
）

‘N
a
a
r een E

u
ro
p
ese N

V
’

（
未
見
）。
な
お
、
同
講
演
の
要
約
が
、L

e d
ro
it eu

ro
p
een

,
1960,

p
p
.
9
23

（
未
見
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る

（S
a
n
d
ers,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
in A

u
th
o
r’s P

refa
ce

）。

23
）

作
業
部
会
に
参
加
し
た
専
門
家
は
、
サ
ン
ダ
ー
ス
教
授
の
ほ
か
に
、Ern

est A
ren

d
t

氏（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
弁
護
士
）、Ern

st v
o
n G

a
em
m
ere

氏
（
ド
イ
ツ
、F

reib
u
rg im

 
B
reisg

a
u

大
学
教
授
）、L

eo
n D

a
b
in

氏
（
ベ
ル
ギ
ー
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
大
学
教
授
）、G

a
b
riel M

a
rty

氏
（
フ
ラ

ン
ス
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
大
学
教
授
）、G

u
sta
v
o M

in
erv

in
i

氏
（
イ
タ
リ
ア
、
ナ
ポ
リ
大
学
教
授
）
で
あ
る
（S

a
n
d
ers,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
in

 
A
u
th
o
r’s P

refa
ce

）。

24
）

こ
の
サ
ン
ダ
ー
ス
教
授
ら
に
よ
る
草
案
（
英
語
版
）
は
、S

a
n
d
ers,

su
pra

.
n
o
te n

°
8

で
あ
る
。
ま
た
、
同
草
案
に
つ
い
て
は
、
木
村
暎
「
欧

州
株
式
会
社
（E

u
ro
p
a
isch

e A
k
tien

g
esellsch

a
ft

）
の
構
想
に
つ
い
て
｜

欧
州
経
済
共
同
体
専
門
委
員
会
に
よ
る
準
備
草
案
よ
り
｜

」
国
学

院
法
学
八
巻
一
号
（
一
九
七
〇
年
）
一
頁
以
下
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
一
号
）

）

九

九



三

欧
州
委
員
会
に
よ
る
最
初
の
提
案
｜

一
九
七
〇
年
案

一
九
七
〇

25
）

年
案
は
、
国
際
協
定
の
形
式
を
提
案
し
て
い
た
サ
ン
ダ
ー
ス
教
授
の
草
案
と
は
対
照
的
に
、
Ｅ
Ｃ
条
約
三
○
八
条
（
旧
二
三

26
）

五
条
）
を
根
拠
に
規
則
（R

eg
u
la
tio
n
;
reg

lem
en
t

）
の
形
式
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
を
制
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
同
年

案
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
、
合
併
方
式
・
持
株
会
社
方
式
お
よ
び
共
同
子
会
社
方
式
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
の
法

案
は
、「
気
の
遠
く
な
る
ほ
ど
野
心
的
」（d

a
u
n
tin
g a

n
d

27
）

a
m
b
itio

u
s

）
と
も
評
さ
れ
る
よ
う
な
、
全
二
八
四
ヵ
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
設
立
・
資
本
・
機
関
・
労
働
者
代
表
・
会
計
お
よ
び
監
査
・
結
合
企
業
・
定
款
変
更
・
解
散
お
よ
び
清
算
・
国
内
会
社
へ
の
変
更
・

合
併
・
法
人
税
を
扱
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
全
て
の
側
面
を
規
定
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
一
九
七
〇
年
案
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
対
し
て
、
指
揮
機
関
お
よ
び
監
督
機
関
か
ら
な
る
二
層
制
機
関
の
採
用
を
義
務
づ
け
た
。

す
な
わ
ち
、
監
督
機
関
は
、
指
揮
機
関
に
よ
る
会
社
の
業
務
執
行
を
常
時
監
督
す
る
も
の
と
さ
れ
た（
同
七
三
条
一
項
）。
ま
た
監
督
機
関

に
は
、
指
揮
機
関
の
要
請
に
よ
り
、
ま
た
は
自
発
的
に
、
指
揮
機
関
に
対
し
、
会
社
の
重
要
事
項
に
関
す
る
提
案
権
が
認
め
ら
れ
た
（
同

二
項
）。
も
っ
と
も
、
か
か
る
提
案
は
、
会
社
の
業
務
執
行
に
直
接
介
入
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
同
三
項
）。
ま
た
、
監
督

機
関
の
構
成
員
の
三
分
の
一
以
上
二
分
の
一
以
下
は
、
株
主
総
会
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
労
働
者
代
表
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ

た
（
同
一
三
七
条
）。

注

25
）

C
O
M
(70)

600 fin
a
l,
24 Ju

n
e 1970;

JO
 
C
124,

1970;
E
C B

u
ll S

u
p
p 8 /70.

同
案
の
翻
訳
は
、
早
稲
田
大
学
フ
ラ
ン
ス
商
法
研
究
会
（
大

）

一
〇

一
〇

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
（
笹
川

敏
彦
）



野
實
雄＝

金
澤
理＝

中
村
眞
澄＝

福
井
守＝

奥
島
孝
康＝

井
上
治
行＝

荒
木
正
孝＝

白
石
裕
子
）
訳
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
案
」
国
際
商
事
法
務
二

巻
七
号
（
一
九
七
四
年
）
一
頁
以
下
参
照
。

26
）

Ｅ
Ｃ
条
約
三
〇
八
条
（
旧
二
三
五
条
）
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。「
共
同
市
場
の
運
営
に
あ
た
り
、
共
同
体
の
目
的
の
い
ず
れ
か
を
達
成
す
る
た
め

共
同
体
の
行
動
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
、
本
条
約
が
そ
の
た
め
に
必
要
な
行
動
を
と
る
権
限
を
定
め
て
い
な
い
場
合
に
は
、
理
事
会
は
、
委

員
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
全
会
一
致
に
よ
り
、
欧
州
議
会
と
協
議
の
後
、
適
当
な
措
置
を
と
る
」（
訳
出
に
際
し
て
は
、
山
根
裕
子『
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク

Ｅ
Ｃ
法
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
三
二
八
｜
三
二
九
頁
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
）。
な
お
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
三
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
連
合
条
約
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
）
に
よ
っ
て
条
文
番
号
が
変
更
さ
れ
る
ま
で
は
、
二
三
五
条
で
あ
っ
た
。
以
下
、
Ｅ
Ｃ
条
約
に
つ
い
て
は
、

初
出
の
場
合
に
の
み
旧
条
文
番
号
を
併
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

27
）

E
d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
400.

四

一
九
七
五
年
修
正
案
の
提
出
と
議
論
の
頓
挫

一
九
七
二
年
、
経
済
社
会
評
議
会
は
、
一
九
七
〇
年
案
に
対
し
お
お
む
ね
好
意
的
な
意
見
を
述

28
）

べ
た
。
欧
州
議
会
も
、
多
く
の
修
正
を

行
う
こ
と
を
条
件
と
し
つ
つ
、
お
お
む
ね
支
持
を
し
た
。
一
九
七
五
年
、
欧
州
委
員
会
は
、
監
督
機
関
の
構
成
に
関
す
る
修
正
を
含
む
欧

州
議
会
の
提
案
の
多
く
を
組
入
れ
た
修
正
案
（
以
下
、
一
九
七
五
年
修
正
案
と
い
う
）
を
理
事
会
に
提
出

29
）

し
た
。
監
督
機
関
の
構
成
員
に

つ
い
て
い
え
ば
、
三
分
の
一
が
株
主
代
表
、
他
の
三
分
の
一
が
労
働
者
代
表
、
残
る
三
分
の
一
が
株
主
・
労
働
者
両
者
の
選
任
に
よ
り
一

般
利
害
関
係
人
を
代
表
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（
一
九
七
五
年
修
正
案
七
四
ａ
条
）。
こ
の
一
九
七
五
年
修
正
案
は
、
一
九
七
〇
年
案

よ
り
さ
ら
に
複
雑
で
あ
っ
た
。
理
事
会
は
、
特
別
の
作
業
部
会
を
任
命
し
、
か
か
る
部
会
は
、
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
二
年
ま
で
の
間
、

一
九
七
五
年
修
正
案
に
関
す
る
第
一
読
会
を
通
じ
て
合
意
へ
の
途
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
結
合
企
業
お
よ
び
法
人
税
に
関
す
る
問
題
は
、

札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
一
号
）

）

一
一

一
一



二
層
制
機
関
や
労
働
者
参
加
に
関
す
る
問
題
と
同
様
、
合
意
に
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。
審
議
は
、
つ
い
に
、

一
九
八
二
年
に
い
っ
た
ん
中
断
さ
れ
、
そ
の
折
に
、
提
案
の
完
成
は
「
結
合
企
業
に
関
す
る
加
盟
国
の
法
制
の
調
整
に
関
す
る
欧
州
委
員

会
の
諸
提
案
を
考
慮

30
）

す
る
」
こ
と
が
条
件
と
さ

31
）

れ
た
。

注

28
）

JO
 
C
 
131,

1972.

29
）

C
O
M
(75)

150 fin
a
l,
19 M

a
rch 1975;

E
C B

u
ll.
S
u
p
p
.
4 /75.

一
九
七
五
年
修
正
案
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
書
と
と
も
に
、
法
務
大
臣

官
房
司
法
法
制
調
査
部
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
案
｜

一
九
七
五
年
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
委
員
会
編
｜

』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
〇
年
）

に
お
い
て
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

30
）

M
em
o
ra
n
d
u
m
 
fro
m
 
th
e C

o
m
m
issio

n to th
e P

a
rlia

m
en
t,
th
e C

o
u
n
cil a

n
d th

e tw
o sid

es o
f in

d
u
stry

,
‘In
tern

a
l M

a
rk
et a

n
d

 
In
d
u
stria

l C
o
o
p
era

tio
n
-
S
ta
tu
te fo

r th
e E

u
ro
p
ea
n C

o
m
p
a
n
y
-In
tern

a
l M

a
rk
et W

h
ite P

a
p
er,

p
o
in
t 137’

C
O
M
(88)

320 fin
a
l,

15 Ju
ly 1988;

E
C
 
B
u
ll.
S
u
p
p
.
3 /88

参
照
。

31
）

E
d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
p
.
400 -401.

五

議
論
の
再
開
と
一
九
八
九
年
案
の
提
出

⑴

一
九
八
五
年
七
月
二
五
日
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
）
が
成
立

32
）

し
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
六
年
の
単
一
欧
州
議

定
書
（S

in
g
le E

u
ro
p
ea
n
 
A
ct

）
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
中
断
し
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
検
討
が
再
開
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社

）

一
二

一
二

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
（
笹
川

敏
彦
）



に
関
す
る
メ
モ
ラ
ン

33
）

ダ
ム
が
発
表
さ
れ
た
。

一
九
八
九
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
関
す
る
理
事
会
規
則
の
た
め
の
新
し
い
提
案
（
一
九
八
九
年
案
）
が
発
表
さ

34
）

れ
た
。
一
九
八
九

年
案
は
、
一
九
七
〇
年
案
お
よ
び
一
九
七
五
年
修
正
案
が
義
務
づ
け
て
い
た
二
層
制
機
関
（
指
揮
機
関
と
監
督
機
関
）
お
よ
び
労
働
者
参

加
を
放
棄
し
た
。
こ
れ
に
代
わ
り
、
二
層
制
機
関
ま
た
は
一
層
制
機
関
（
管
理
機
関
）
の
選
択
制
を
採
用
し
（
一
九
八
九
年
規
則
案
六
一

条
）、
労
働
者
参
加
に
関
し
て
は
、
規
則
案
と
は
別
個
の
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
へ
の
労
働
者
参
加
に
関
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
を
補
完
す

る
指
令
案
」
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
右
の
指
令
案
は
、
規
則
案
と
同
日
に
欧
州
委
員
会
に
よ
り
理
事
会
へ
提
出
さ

35
）

れ
た
。

こ
の
指
令
案
は
、
自
ら
を
規
則
案
の
「
分
離
で
き
な
い
補
完
物
」（a

n in
d
isso

cia
b
le co

m
p
lem

en
t

）（
一
九
八
九
年
指
令
案
前
文
六

文
）、
ま
た
は
、
規
則
案
の
「
不
可
欠
な
補
足
」（a
n essen

tia
l su

p
p
lem

en
t

）（
同
指
令
案
一
条
）
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
前
文
に
お
い

て
、
指
令
は
「
こ
の
規
則
と
分
離
で
き
な
い
補
完
物
を
形
成
し
、
規
則
と
付
随
し
て
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
記
さ
れ
た
（
同

指
令
案
前
文
一

36
）

九
文
）。

⑵

一
九
八
九
年
指
令
案
は
、
労
働
者
参
加
に
つ
い
て
、
次
の
三
つ
の
モ
デ
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
た（
一
九
八
九
年
指
令
案
三
条
一
項
）。
具
体
的
に
い
え
ば
、
①
第
一
の
モ
デ
ル
は
、
監
督
機
関
も
し
く
は
管
理
機
関
の
構

成
員
の
三
分
の
一
以
上
二
分
の
一
以
下
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
労
働
者
も
し
く
は
そ
の
代
表
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
。
ま
た
は
、
労
働

者
代
表
お
よ
び
株
主
総
会
に
お
け
る
株
主
に
よ
る
拒
否
権
を
留
保
し
つ
つ
、
機
関
に
よ
っ
て
共
同
選
出
さ
れ
る（
同
指
令
案
四
条
）。
②
第

二
の
モ
デ
ル
は
、
別
個
の
機
関
に
よ
る
労
働
者
参
加
で
あ
り
、
そ
の
機
関
の
構
成
は
、
当
事
会
社
の
労
働
者
代
表
と
の
協
議
に
よ
り
定
款

に
お
い
て
規
定
さ
れ
る（
同
指
令
案
五
条
）。
③
第
三
の
モ
デ
ル
は
、
当
事
会
社
の
指
揮
機
関
ま
た
は
管
理
機
関
な
ら
び
に
当
該
会
社
の
労

働
者
代
表
と
の
間
の
合
意
に
よ
り
、
そ
の
他
の
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
（
同
指
令
案
六
条
）。

右
の
モ
デ
ル
の
選
択
は
、
加
盟
国
の
法
制
お
よ
び
実
務
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
当
事
会
社
の
機
関
お
よ
び
労
働
者
代
表
と
の
間
の
合
意

札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
一
号
）

）

一
三

一
三



に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
か
か
る
合
意
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
モ
デ
ル
の
選
択
は
機
関
に
委
ね
ら
れ
る
と
さ
れ
た
（
同
指
令
案
三
条

一
項
）。

⑶

一
九
八
九
年
案
は
、
そ
の
他
の
点
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
法
案
か
ら
さ
ら
に
変
化
し
た
。
結
合
企
業
に
関
す
る
規
定
を
大
幅

に
削

37
）

除
し
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
活
動
に
関
し
て
税
法
上
の
枠
組
を
与
え
よ
う
と
す
る
野
心
的
な
試
み
は
廃
止
さ

38
）

れ
た
。
加
え
て
、

同
年
案
は
、
一
九
七
〇
年
案
以
来
採
択
さ
れ
て
き
た
第
四
指
令
、
第
七
指
令
お
よ
び
第
八
指
令
へ
の
言
及
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
会
計
お

よ
び
監
査
に
関
す
る
規
定
も
大
幅
に
削
減
し
た
。
こ
れ
ら
の
変
化
と
、
一
定
の
事
項
に
関
し
て
当
該
事
項
を
規
定
す
る
国
家
法
制
へ
の
言

及
を
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
規
則
案
を
全
一
三
七
ヵ
条
へ
と
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
労
働
者
参
加
に
関
す
る
指
令
案
も
、

全
一
三
ヵ
条
と
な

39
）

っ
た
。

⑷

よ
り
根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
一
九
八
九
年
案
の
法
的
根
拠
が
、
閣
僚
理
事
会
に
よ
る
全
会
一
致
を
要
す
る
Ｅ
Ｃ
条
約
三
〇
八
条

か
ら
、
同
九
五
条
（
旧
一
〇
〇

40
）

ａ
条
）
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
同
九
五
条
は
、「
域
内
市
場
の
確
立
お
よ
び
運
営
を
目
的
と
す
る
加

盟
国
の
法
令
ま
た
は
行
政
規
則
の
諸
規
定
を
接
近
さ
せ
る
た
め
の
措
置
」
に
関
す
る
共
同
手
続
に
し
た
が
う
特
定
多
数
決
に
よ
る
採
択
を

認
め
る
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
新
し
い
制
度
で
あ
る
の
で
、
既
存
の
国
家
法
制
の
接
近
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
同
九
五
条
を
Ｓ

Ｅ
規
則
に
つ
い
て
用
い
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ

41
）

っ
た
。

ま
た
、Ｅ
Ｃ
条
約
九
五
条
は
、労
働
者
の
権
利
お
よ
び
利
益
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
適
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
（
同
九
五
条

42
）

二
項
）、

労
働
者
参
加
に
関
す
る
指
令
に
つ
い
て
は
、
同
四
四
条
（
旧
五

43
）

四
条
）
を
根
拠
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
、
超
国
家
的
企
業
へ
の
労
働

者
参
加
に
関
す
る
指
令
に
つ
い
て
、
開
業
の
自
由
の
達
成
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
同
四
四
条
を
用
い
る
と
い
う
選
択
は
異
例
の
こ
と
で
あ

る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て

44
）

い
た
。

）

一
四

一
四

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
（
笹
川

敏
彦
）



注

32
）

JO
C
E
 
d
u 31 ju

illet 1985.

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
）
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
正
井
・
前
掲
注

７
）一
九
九
四
年
９
頁
以
下

参
照
。

33
）

前
掲
注

30
）。

34
）

O
J C

263 /41,
1989;

C
O
M
(89)

268 fin
a
l,
25 A

u
g
u
st 1989;

E
C
 
B
u
ll S

u
p
p 3 /88.

イ
ギ
リ
ス
上
院
は
、
第
一
九
議
事
録
（R

ep
o
rt

）

に
お
い
て
、
一
九
八
九
年
案
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
（S
essio

n
 
1989

1990,
H
L
 
P
a
p
er 71

）。
一
九
八
九
年
案
に
つ
い
て
は
、
正
井
・
前
掲

注

７
）一
九
九
四
年
一
〇
五
頁
以
下
に
詳
し
い
。

35
）

E
d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
401.

36
）

E
d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
401.

37
）

一
九
八
九
年
案
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
定
款
上
の
住
所
を
有
す
る
加
盟
国
の
法
制
に
お
い
て
支
配
企
業
を
規
律
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
若
干
の

言
及
を
す
る
に
す
ぎ
な
い
（
同
年
規
則
案
一
一
四
条
）。

38
）

一
九
八
九
年
案
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
恒
久
的
施
設
（p

erm
a
n
en
t esta

b
lish

m
en
t

）
に
つ
い
て
、
法
人
税
に
関
す
る
一
ヵ
条
を
有
す
る
の
み

で
あ
る
（
同
年
規
則
案
一
三
三
条
）。

39
）

E
d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
402.

40
）

Ｅ
Ｃ
条
約
九
五
条
（
旧
一
〇
〇
ａ
条
）
一
項
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
第
九
四
条
に
か
か
わ
ら
ず
、
か
つ
本
条
約
に
別
段
の
定
め
が

な
い
限
り
、
次
の
規
定
が
第
一
四
条
に
定
め
る
目
的
の
達
成
の
た
め
に
適
用
さ
れ
る
。
理
事
会
は
、
第
二
五
一
条
に
定
め
る
手
続
に
従
い
、
経
済
社

会
評
議
会
と
協
議
の
後
、
域
内
市
場
の
確
立
お
よ
び
運
営
を
目
的
と
す
る
加
盟
国
の
法
令
ま
た
は
行
政
規
則
の
諸
規
定
を
接
近
さ
せ
る
た
め
の
措
置

を
採
択
す
る
」（
訳
出
に
際
し
て
は
、
山
根
・
前
掲
注

26
）三
一
五
頁
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
）。

41
）

E
d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
402.

こ
れ
と
は
異
な
り
、
Ｅ
Ｃ
条
約
九
五
条
を
規
則
案
の
根
拠
と
す
る
こ
と
に
賛
成
の
見
解
と
し
て
、D

in
e

 
1991,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
a
t 3.

13 et su
iv
.

が
あ
る
。

42
）

Ｅ
Ｃ
条
約
九
五
条
は
ま
た
、
税
に
関
す
る
規
定
に
も
適
用
さ
れ
な
い
が（
同
二
項
）、
一
九
八
九
年
案
は
前
述
の
よ
う
に
法
人
税
に
関
す
る
規
定
を

定
め
て
い
た
点
（
同
年
規
則
案
一
三
三
条
）
も
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
（E

d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
402

）。

43
）

Ｅ
Ｃ
条
約
四
四
条
（
旧
五
四
条
）
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「（
一
項
）
特
定
の
活
動
に
お
い
て
開
業
の
自
由
を
実
現
す
る
た
め
、
理

札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
一
号
）

）

一
五

一
五



事
会
は
、
第
二
五
一
条
に
定
め
る
手
続
に
従
い
、
か
つ
経
済
社
会
評
議
会
と
協
議
の
後
、
指
令
を
定
め
る
。（
二
項
）理
事
会
お
よ
び
委
員
会
は
、
前

記
の
規
定
に
基
づ
き
課
せ
ら
れ
る
任
務
を
、
特
に
次
の
こ
と
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
遂
行
す
る
。（
ａ
）
…
（
ｆ
）（
省
略
）。（
ｇ
）
第
四
八
条
後
段

に
い
う
会
社
に
対
し
て
、
そ
の
社
員
お
よ
び
第
三
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
加
盟
国
が
要
求
す
る
担
保
を
、
こ
れ
を
共
同
体
の
全
域
に
わ
た
り

同
等
に
す
る
目
的
で
、
必
要
な
限
度
に
お
い
て
調
整
す
る
こ
と
」。

44
）

E
d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
402.

六

一
九
九
一
年
修
正
案
の
提
出

一
九
八
九
年
案
に
対
す
る
欧
州
議
会
の

45
）

意
見
お
よ
び
経
済
社
会
評
議
会
の

46
）

意
見
が
発
表
さ
れ
た
後
、
欧
州
委
員
会
は
、
一
九
九
一
年
五

月
に
修
正
案
（
以
下
、
一
九
九
一
年
修
正
案
と
い
う
）
を
発
表

47
）

し
た
。
一
九
九
一
年
修
正
案
は
、
加
盟
国
に
子
会
社
お
よ
び
支
店
を
有
す

る
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
経
営
管
理
の
中
心
が
加
盟
国
以
外
の
国
に
存
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
組
織
変
更
の
方
式
で
設
立

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
の
要
件
を
拡
大
し
、
か
つ
緩
和
し
た
（
同
修
正
案
二
条
三
項
、
三
七
ａ
条
）。

機
関
な
ど
の
分
野
で
も
、
一
九
八
九
年
案
と
比
較
し
て
、
さ
ら
な
る
規
制
緩
和
が
な
さ
れ
た
。

注

45
）

O
J C

48 /72,
1991.

46
）

O
J C

124 /40,
1990.

47
）

C
O
M
(91)

174 fin
a
l,
6 M

a
y 1991;

O
J C

176 /1,
1991.

一
九
九
一
年
修
正
案
に
つ
い
て
は
、
正
井
・
前
掲
注

７
）一
九
九
四
年
二
〇
九
頁

）

一
六

一
六

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
（
笹
川

敏
彦
）



以
下
に
詳
し
い
。

七

一
九
九
一
年
修
正
案
の
失
速
か
ら
ダ
ヴ
ィ
グ
ノ
ン
委
員
会
ま
で

政
治
レ
ベ
ル
に
お
け
る
不
一
致
の
結
果
、
一
九
九
一
年
修
正
案
が
失
速
し
た
後
は
、
労
働
者
参
加
が
主
な
問
題
と
な
っ
た
。
と
く
に
ド

イ
ツ
は
、
国
内
の
会
社
が
そ
の
厳
格
な
国
家
法
制
か
ら
逃
れ
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と

を
防
ぐ
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
は
義
務
的
な
労
働
者
参
加
の
規
定
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
を
含
む

そ
の
他
の
加
盟
国
は
、
か
か
る
提
案
は
行
き
過
ぎ
（ex

cessiv
e

）
で
あ
る
と
主
張

48
）

し
た
。

欧
州
委
員
会
は
、
そ
の
後
も
、
さ
ら
に
修
正
案
の
作
成
を
粘
り
強
く
続
け
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
九
二
年
五
月
一
五
日
、
理
事
会
書
記

官
か
ら
常
任
代
表
委
員
会
に
対
し
第
一
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
九
九
三
年
三
月
一
〇
日
、
第
二
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た

（
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
修
正
案
は
、
Ｅ
Ｃ
官
報
に
は
公
表
さ
れ
て
い

49
）

な
い
）。

一
九
九
五
年
一
一
月
、
欧
州
委
員
会
は
、
閣
僚
理
事
会
に
対
し
、
と
り
わ
け
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
へ
の
労
働
者
参
加
の
形
式
に
つ
き
数
種

の
選
択
を
提
案
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
出

50
）

し
た
。
そ
の
一
年
後
、
欧
州
委
員
会
は
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ダ
ヴ
ィ
グ
ノ
ン
子
爵
（L

e
 

v
ico
m
te E

tien
n
e D

a
v
ig
n
o
n

）
を
議
長
と
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
委
員
会
を
創
設
し
、
議
論
の
行
き
詰
ま
り
の
解
決
を
探
っ
た
。
ダ
ヴ
ィ
グ

ノ
ン
委
員
会
の
審
議
期
間
中
、
Ｅ
Ｕ
会
社
法
に
関
す
る
諮
問
書
の
解
答
者
（
加
盟
各
国
、
学
界
、
経
済
利
益
団
体
の
代
表
機
関
）
の
多
数

が
、
会
社
が
単
一
市
場
の
可
能
性
を
最
大
限
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
が
迅
速
に
採
択
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
と
答
え
た

事

51
）

実
は
、
欧
州
委
員
会
を
お
そ
ら
く
勇
気
づ
け
た
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ

52
）

れ
る
。

札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
一
号
）

）

一
七

一
七



注

48
）

イ
ギ
リ
ス
は
、
こ
の
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
経
営
管
理
の
中
心
を
そ
の
他
の
加
盟
国
へ
移
転
さ
せ
る
際
に
お
け
る
、
会
社
債
権
者
の
保
護
措

置
に
つ
い
て
懸
念
を
表
明
し
た
（E

d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
403

）。

49
）

M
en
ju
cq 2001,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
117.

50
）

C
o
m
m
u
n
ica
tio
n o

n w
o
rk
er in

fo
rm
a
tio
n a

n
d co

n
su
lta
tio
n
,
C
O
M
(95)

547 fin
a
l,
14 N

o
v
em
b
er 1995.

51
）

A
n
alysis of R

eplies to C
om
m
ission

 
C
on
su
ltation

 
P
aper on

 
C
om
pan

y L
aw

(X
V
/6013 /97),

p
o
in
t 1(a

).

52
）

E
d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
p
.
402

403.

八

ダ
ヴ
ィ
グ
ノ
ン
報
告
書
の
提
出
と
そ
の
後
の

53
）

交
渉

⑴

一
九
九
七
年
五
月
、
ダ
ヴ
ィ
グ
ノ
ン
委
員
会
は
、
報
告
書
を
欧
州
委
員
会
に
提
出

54
）

し
た
。
こ
の
報
告
書
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
関
し
経
営
者
と
労
働
者
が
労
働
者
参
加
制
度
に
つ
い
て
の
同
意
に
達
す
る
よ
う
に
努
め
、
も
し
合
意
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
準
拠
条
項
（referen

ce ru
les;

d
isp
o
sitio

n
s d
e referen

ce

）
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
た
。
準
拠
条
項
に
は
、

労
働
者
代
表
に
よ
る
情
報
入
手
権
と
協
議
権
に
加
え
、
労
働
者
代
表
に
よ
る
経
営
参
加
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
の
経
営
参
加
と
は
、

管
理
機
関
ま
た
は
監
督
機
関
の
構
成
員
の
五
分
の
一
以
上
は
労
働
者
代
表
で
あ
る
も
の
と
し
、
当
該
機
関
の
構
成
員
と
し
て
最
低
で
も
二

名
の
労
働
者
代
表
を
置
く
必
要
が
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ダ
ヴ
ィ
グ
ノ
ン
報
告
書
に
対
す
る
欧
州
委
員
会
お
よ
び
加
盟
各
国
の
反
応

は
、
当
初
は
好
意
的
で
あ
り
、
理
事
会
に
お
け
る
交
渉
が
同
年
六
月
に
再
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ま
も
な
く
か
つ
て
の
態

度
に
も
ど
り
、
労
働
者
参
加
に
対
す
る
準
拠
条
項
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と

55
）

し
た
。

）

一
八

一
八

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
（
笹
川

敏
彦
）



⑵

理
事
会
に
お
け
る
交
渉
は
翌
年
（
一
九
九
八
年
）
も
続
き
、
と
り
わ
け
、
①
準
拠
条
項
、
②
Ｓ
Ｅ
規
則
案
の
法
的
根
拠
、
③
既
存

会
社
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
へ
の
組
織
変
更
、
④
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
経
営
管
理
の
中
心
は
定
款
上
の
住
所
と
同
一
の
加
盟
国
に
存
在
す
る

こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
①
経
営
者
と
労
働
者
代
表
の
自
由
交
渉
制
度
な
ら
び
②
準
拠
条
項
と
い
う
ダ

ヴ
ィ
グ
ノ
ン
委
員
会
の
原
則
に
加
え
、
③
事
例
ご
と
に
経
営
者
と
労
働
者
代
表
か
ら
な
る
特
定
の
地
理
的
比
例
基
準
（sp

ecified
 
g
eo
-

g
ra
p
h
ica
l a
n
d p

ro
p
o
rtio

n
a
l

56
）

criteria

）
と
適
合
し
た
特
別
交
渉
機
関
（S

p
ecia

l N
eg
o
tia
tin
g B

o
d
y

）
を
創
設
す
る
こ
と
、
加
え

て
、
④
労
働
者
の
情
報
入
手
と
協
議
に
関
す
る
権
利
は
、
欧
州
労
使
協
議
会

57
）

指
令
の
内
容
を
大
幅
に
反
映
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
つ
い
て
は
合
意
が
得
ら

58
）

れ
た
。

⑶

一
九
九
八
年
四
月
に
イ
ギ
リ
ス
は
、
理
事
会
議
長
国
の
任
期
中
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
つ
い
て
の
合
意
を
取
付
け
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
最
後
の
溝
を
埋
め
る
努
力
を
し
、
労
働
者
参
加
に
関
す
る
さ
ら
な
る
妥
協
案
を
提
出
し
た
。
か
か
る
妥
協
案
に
よ
れ
ば
、
と
り

わ
け
、
①
合
併
方
式
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
設
立
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
事
会
社
間
に
適
用
さ
れ
る
労
働
者
参
加
制
度
は
、
労

働
者
の
三
分
の
二
以
上
が
そ
の
他
の
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
場
合
を
除
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
も
引
き
続
き
適
用
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、お
よ
び
②
い
ず
れ
の
当
事
会
社
に
も
労
働
者
参
加
制
度
が
存
在
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、設
立
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
会
社
に
も
労
働
者
参
加
を
導
入
す
る
義
務
は
な
い
こ
と
を
提
案
し
た
。
他
の
分
野
で
は
異
論
も
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
提
案
は
お
お

む
ね
受
け
入
れ
ら

59
）

れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
提
案
も
ま
た
最
終
的
に
は
頓
挫
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
、
国
内
の
議
会
選
挙
が

間
近
（
一
九
九
八
年
九
月
）
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
労
働
者
参
加
に
つ
い
て
譲
歩
す
る
こ
と
で
政
治
的
な
議
論
が
激
化
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
か
か
る
提
案
の
検
討
を
数
ヶ
月
延
期
し
て
ほ
し
い
旨
を
要
求
し
た
。
加
え
て
、
①
特
別
交
渉
団
体
に
お
け

る
投
票
ル
ー
ル
に
つ

60
）

い
て
、
お
よ
び
②
組
織
変
更
方
式
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
の
可
能
性
に
関
す
る
疑
問
に
つ

61
）

い
て
問
題
点
が

残
っ
た
。

札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
一
号
）

）

一
九

一
九



⑷

一
九
九
九
年
前
半
の
理
事
会
議
長
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
妥
協
案
に
対
し
、
同
年
五
月
の
理
事
会
に
お
い
て
ス
ペ
イ
ン
の
み
が
反
対

し
た
た
め
、
採
択
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
の
妥
協
案
は
、
合
併
方
式
に
よ
る
設
立
の
場
合
に
お
い
て
、
当
事
会
社
の
労
働
者

の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
労
働
者
参
加
制
度
の
利
益
を
受
け
て
い
る
と
き
に
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
加
盟
国
に
お
い
て
そ
の
属
す
る
労
働

者
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
反
対
の
決
定
が
な
い
か
ぎ
り
、
準
拠
条
項
が
強
制
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
こ
の
準

拠
条
項
は
、
労
働
者
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
承
認
に
よ
っ
て
、
労
働
者
参
加
制
度
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
労
働
者
参
加
へ
の
拒

否
を
不
可
能
と
す
る
こ
の
条
項
は
、
当
初
よ
り
ス
ペ
イ
ン
か
ら
反
対
さ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
は
、
少
数
派
の
労
働
者
に
よ
っ
て
労
働
者
全
体
に

参
加
制
度
が
課
さ
れ
る
こ
と
は
受
け
入
れ
が
た
い
こ
と
で
あ
る
と
考

62
）

え
た
。

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
、
理
事
会
議
長
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
結
論
に
よ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
お
け
る
労
働
者
参
加
に
関
す
る
規

定
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
広
く
合
意
が
得
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
労
働
者
代
表
と
経
営
者
と
の
間
で
参
加
に
つ
い
て
の
合
意
が
成
立

し
な
か
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
準
拠
条
項
の
み
が
未
解
決
の
問
題
と
し
て
残
さ

63
）

れ
た
。

注

53
）

ダ
ヴ
ィ
グ
ノ
ン
報
告
書
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
成
立
ま
で
の
経
緯
に
つ
き
、
濱
口
・
前
掲
注

７
）八
八
頁
｜
九
三
頁
、
三
〇
一
頁
｜
三
〇
三

頁
に
詳
し
い
。

54
）

ダ
ヴ
ィ
グ
ノ
ン
報
告
書
は
、
英
語
名
で
、‘E

u
ro
p
ea
n S

y
stem

s o
f W

o
rk
ers In

v
o
lv
em
en
t w

ith reg
a
rd to th

e E
u
ro
p
ea
n C

o
m
p
a
n
y

 
S
ta
tu
te a

n
d th

e o
th
er p

en
d
in
g p
ro
p
o
sa
ls’

と
い
う
。
本
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
上
田
廣
美
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
従
業
員
参
加
の
法
的
研

究
（
五
）」
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
八
五
号
（
一
九
九
八
年
）
五
七
頁
以
下
に
詳
し
い
。

55
）

E
d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
403.

56
）

特
定
の
地
理
的
比
例
基
準
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
当
事
会
社
が
属
す
る
加
盟
国
お
よ
び
当
該
会
社
の
従
業
員
規
模
に
よ
る
も
の
で
あ
る

）

二
〇

二
〇

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
（
笹
川

敏
彦
）



（
濱
口
・
前
掲
注

７
）九
一
頁
）。

57
）

共
同
体
規
模
の
企
業
お
よ
び
企
業
集
団
に
お
け
る
労
働
者
の
情
報
入
手
と
協
議
を
目
的
と
す
る
欧
州
労
働
理
事
会
の
創
設
に
関
す
る
理
事
会
指
令

（C
o
u
n
cil D

irectiv
e
(E
C
)
94 /45,

o
n th

e esta
b
lish

m
en
t o
f a E

u
ro
p
ea
n W

o
rk
s C

o
u
n
cil o

r a p
ro
ced

u
re in C

o
m
m
u
n
ity
-sca

le
 

u
n
d
erta

k
in
g
s a
n
d C

o
m
m
u
n
ity
-sca

le g
ro
u
p
s o
f u
n
d
erta

k
in
g
s fo

r th
e p
u
rp
o
ses o

f in
fo
rm
in
g a

n
d co

n
su
ltin

g em
p
lo
y
ees,

O
J

 
L
254 /64,

1994

）。

58
）

E
d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
p
.
403

404.

59
）

妥
協
案
に
関
す
る
意
見
を
発
表
し
た
経
済
社
会
評
議
会
も
ま
た
、
若
干
の
修
正
を
条
件
と
し
て
、
お
お
む
ね
支
持
を
表
明
し
た
（O

J L
 
254 /64,

1994

）。

60
）

フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
は
、
三
分
の
一
の
労
働
者
の
賛
成
を
も
っ
て
、
他
の
加
盟
国
の
労
働
者
参
加
制
度
を
実
質
的
に
は
取
り
入
れ

る
こ
と
に
な
る
提
案
を
拒
否
し
た
（E

d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
404

）。

61
）

組
織
変
更
方
式
に
よ
る
設
立
に
疑
問
を
提
示
し
た
の
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ギ
リ
ス
・

ギ
リ
シ
ャ
は
、
か
か
る
方
式
に
よ
る
設
立
の
可
能
性
を
支
持
し
た
（E

d
w
a
rd
s,
su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
404

）。

62
）

M
en
ju
cq 2001,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
118.

63
）

正
井
・
前
掲
注

７
）二
〇
〇
一
年
四
六
五
頁
。

九

ニ
ー
ス
の
驚
き
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
成
立

⑴

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
七
日
｜
九
日
、
ニ
ー
ス
に
お
い
て
欧
州
首
脳
理
事
会
（
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
催
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
つ

い
に
実
現
し
た
。
こ
れ
は
、
驚
き
で
あ
っ
た
と
い
わ

64
）

れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
成
立
に
最
後
ま
で
異
議
を
唱
え
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
は
、

結
局
、
最
終
局
面
に
お
け
る
妥
協
に
合
意
し
、
か
か
る
合
意
は
ス
ペ
イ
ン
の
漁
船
団
に
対
す
る
多
額
の
補
助
金
の
決
定
に
よ
っ
て
強
固
に

札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
一
号
）

）

二
一

二
一



さ

65
）

れ
た
。

欧
州
首
脳
理
事
会
の
後
で
、
か
か
る
合
意
は
、
常
任
代
表
者
委
員
会
（C

O
R
E
P
E
R

）
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
、
閣
僚
理
事
会
（
雇
用
・

社
会
政
策
）
へ
と
提
出
さ
れ
た
。
閣
僚
理
事
会
は
、
同
年
一
二
月
二
〇
日
、
全
会
一
致
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
関
す
る
規

66
）

則
案
お
よ

び
労
働
者
参
加
に
関
す
る
指

67
）

令
案
を
採
択
し
た
。

閣
僚
理
事
会
は
、
規
則
案
お
よ
び
指
令
案
の
根
拠
を
変
更
し
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
規
則
案
の
根
拠
を
Ｅ
Ｃ
条
約
九
五
条
か
ら
同
条

約
三
〇
八
条
へ
、
ま
た
指
令
案
の
根
拠
も
同
条
約
四
四
条
か
ら
同
条
約
三
〇
八
条
へ
と
変
更

68
）

し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
七
〇
年
案
お
よ
び

一
九
七
五
年
案
の
法
的
根
拠
と
同
一
の
条
文
が
根
拠
と
な

69
）

っ
た
。

⑵

右
の
規
則
案
お
よ
び
指
令
案
は
、
一
九
九
一
年
修
正
案
か
ら
相
当
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
欧
州
議
会
に
再
び
協
議
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
〇
一
年
九
月
四
日
に
同
議
会
の
意
見
が
公
表
さ

70
）

れ
た
。
欧
州
議
会
は
、
規
則
案
の
法
的
根
拠
は
、
Ｅ
Ｃ
条
約
三
〇

八
条
で
は
な
く
、
同
九
五
条
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主

71
）

張
し
、
さ
ら
に
、
若
干
の
修
正
提
案
を
行
っ
た
後
、
両
案
を
採
択
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
理
事
会
は
、
欧
州
議
会
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
な
く（
二
〇
〇
一
年
九
月
四
日
決
定
）、
同
年
一
〇
月
八
日
、
ニ
ー
ス

合
意
に
お
い
て
成
立
し
た
法
案
を
そ
の
ま
ま
採
択
し
、こ
こ
に
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
八
日
理
事
会
規
則
」

お
よ
び
「
労
働
者
参
加
に
関
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
を
補
完
す
る
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
八
日
理
事
会
指
令
」
が
成
立

72
）

し
た
。

⑶

ニ
ー
ス
で
の
欧
州
首
脳
理
事
会
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
合
意
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
主
と
し
て
、
合
併
方
式

に
お
け
る
労
働
者
参
加
に
関
す
る
妥
協
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
方
式
に
よ
る
設
立
に
お
い
て
は
、

労
働
者
参
加
に
関
す
る
準
拠
条
項
を
国
家
法
制
の
な
か
へ
組
み
入
れ
な
い
と
い
う
選
択
肢
を
加
盟
国
に
対
し
て
認
め
た
（
労
働
者
参
加
指

令
七
条

73
）

三
項
）。
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
初
期
の
議
論
と
比
較
す
る
と
、
相
当
の
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う（
た

と
え
ば
、
前
記
一
九
七
〇
年
案
一
三
七
条
お
よ
び
同
一
九
七
五
年
修
正
案
七
四
ａ
条

74
）

対
照
）。

）

二
二

二
二

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
（
笹
川

敏
彦
）



注

64
）

M
en
ju
cq 2001,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
118.

65
）

F
igaro d

u 30-31 d
ecem

b
re 2000,

p
.
4,
a
rticle in

titu
le

D
es p

ro
g
res co

n
cre

（
未
見
）（M

en
ju
cq 2001,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
118

よ
り
引
用
）。

66
）

C
o
u
n
cil o

f th
e
 
E
u
ro
p
ea
n
 
U
n
io
n
,
B
ru
ssels,

18
 
D
ecem

b
er
 
2000,

14717 /00
 
L
IM
IT
E
 
S
E
8
 
S
O
C
500,

fro
m
 
P
erm

a
n
en
t

 
R
ep
resen

ta
tiv
es C

o
m
m
ittee

(P
a
rt I)

to C
o
u
n
cil

(L
a
b
o
u
r a
n
d S

o
cia
l P
o
licy

)
o
n 20 D

ecem
b
er 2000:

A
m
en
d
ed P

ro
p
o
sa
l fo

r
 

a C
o
u
n
cil R

eg
u
la
tio
n o

n th
e E

u
ro
p
ea
n C

o
m
p
a
n
y
(S
E
).

な
お
、
本
規
則
案
の
翻
訳
は
、
上
田
廣
美
「『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
関
す
る

理
事
会
規
則
の
提
案
』
と
『
従
業
員
参
加
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
を
補
完
す
る
理
事
会
指
令
の
提
案
』」
亜
細
亜
法
学
三
六
巻
一
号
（
二
〇
〇

一
年
）
二
四
八
頁
以
下
参
照
。

67
）

C
o
u
n
cil o

f th
e
 
E
u
ro
p
ea
n
 
U
n
io
n
,
B
ru
ssels,

18
 
D
ecem

b
er
 
2000,

14719 /00
 
L
IM
IT
E
 
S
O
C
501

 
S
E
9,
fro
m
 
P
erm

a
n
en
t

 
R
ep
resen

ta
tiv
es C

o
m
m
ittee

(P
a
rt I)

to C
o
u
n
cil

(L
a
b
o
u
r a
n
d S

o
cia
l P
o
licy

)
o
n 20 D

ecem
b
er 2000:

D
ra
ft C

o
u
n
cil D

irectiv
e

 
o
n em

p
lo
y
ee in

v
o
lv
em
en
t w

ith
in th

e E
u
ro
p
ea
n C

o
m
p
a
n
y
(P
ro
p
o
sed tex

t o
f a C

o
u
n
cil D

irectiv
e su

p
p
lem

en
tin
g th

e S
ta
tu
e

 
fo
r a E

u
ro
p
ea
n C

o
m
p
a
n
y w

ith reg
a
rd to th

e in
v
o
lv
em
en
t o
f em

p
lo
y
ee).

な
お
、
本
指
令
案
の
翻
訳
は
、
上
田
・
前
掲
注

66
）二
七

二
頁
以
下
参
照
。

68
）

一
九
八
九
年
案
お
よ
び
一
九
九
一
年
修
正
案
の
法
的
根
拠
で
あ
っ
た
Ｅ
Ｃ
条
約
九
五
条
お
よ
び
同
四
四
条
は
、
法
案
の
決
定
を
行
う
た
め
に
、
閣

僚
理
事
会
の
過
半
数
の
み
が
要
求
さ
れ
、
全
会
一
致
を
必
要
と
し
な
い
利
点
を
有
し
て
い
た
が
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
以
後
は
、
欧
州
議
会
と
の

共
同
手
続
（
同
二
五
一
条
）
の
一
環
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
採
択
手
続
に
時
間
の
か
か
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
（M

en
ju
cq

 
2001,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
118

）。

69
）

こ
の
新
し
い
法
的
根
拠
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
条
約
三
〇
八
条
は
、
欧
州
議
会
の
共
同
決
定
の
過
程
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の

採
択
手
続
を
迅
速
化
で
き
る
と
い
う
利
点
を
有
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
欧
州
議
会
は
、
同
三
〇
八
条
の
範
囲
内
で
、
義
務
的
に
協
議

さ
れ
か
つ
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
欧
州
委
員
会
に
よ
っ
て
そ
の
機
会
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
の
み
、
修
正
案
を
提
案
す
る
権
利
を
有

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（M

en
ju
cq 2001,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
119

）。

70
）

O
J C

 
E
/2002 /72 /64.

札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
一
号
）

）

二
三

二
三



71
）

O
J C

 
E
/2002 /72 /64,

p
.
6,
p
.
17.

72
）

以
上
、
野
田
・
前
掲
注

７
）二
四
四
頁
。
同
規
則
お
よ
び
同
指
令
の
Ｅ
Ｃ
官
報
の
番
号
は
、
前
掲
注

２
）
３
）参
照
。
な
お
、
成
立
し
た
Ｓ
Ｅ
規

則
は
、
全
七
〇
ヵ
条
で
あ
り
、
ま
た
、
労
働
者
参
加
指
令
は
、
全
一
七
ヵ
条
で
あ
り
、
初
期
の
法
案
と
比
較
す
る
と
、
相
当
に
短
縮
さ
れ
て
い
る
。

73
）

M
en
ju
cq 2001,

su
pra.

n
o
te n

°
8,p

.122.

し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
に
存
在
す
る
各
当

事
会
社
が
、
そ
の
会
社
機
関
へ
の
参
加
を
な
ん
ら
伴
わ
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
合
併
方
式
に
よ
っ
て
設
立
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
か
か
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
情
報
入
手
権
お
よ
び
協
議
権
は
、
労
働
者
に
対
し
必
ず
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（M

en
ju
cq 2001,su

pra.

n
o
te n

°
8,
p
.
123

）。

74
）

こ
の
ほ
か
、
加
盟
国
は
、
合
併
方
式
に
よ
る
設
立
の
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
登
録
以
前
か
ら
す
で
に
会
社
機
関
へ
の
参
加
を
行
っ
て
い
る
当

事
会
社
に
属
す
る
労
働
者
の
数
が
、
設
立
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
全
労
働
者
の
数
の
少
な
く
と
も
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
な
い
か
ぎ
り
、
会

社
機
関
へ
の
参
加
を
行
わ
な
い
と
い
う
選
択
を
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る（
労
働
者
参
加
指
令
七
条
二
項
ｂ
号
）。
ま
た
、
持
株
会
社
方
式
お
よ
び
共

同
子
会
社
方
式
に
よ
る
設
立
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
加
盟
国
は
、
前
記
の
労
働
者
の
数
が
、
設
立
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
全
労
働
者
の
数
の
少

な
く
と
も
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
な
い
か
ぎ
り
、
会
社
機
関
へ
の
参
加
を
行
わ
な
い
と
い
う
選
択
を
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
（
同
二
項
ｃ
号
）。

さ
ら
に
、
加
盟
国
は
、
本
文
の
よ
う
に
、
合
併
方
式
に
よ
る
設
立
の
場
合
に
は
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
労
働
者
参
加
が
適
用
さ
れ
な
い
も

の
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
三
項
）。
加
え
て
、
成
立
し
た
労
働
者
参
加
指
令
は
、「
前
後
の
原
則
」（p

rin
cip
e a
v
a
n
t-a
p
res

）
と
い
わ
れ
る

原
則
を
そ
の
基
礎
と
し
て
い
る
。
こ
の
原
則
は
、
労
働
者
の
既
得
権
（d

ro
it a

cq
u
is

）
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
り
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
前

に
存
在
し
た
」
労
働
者
の
権
利
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
お
け
る
労
働
者
参
加
に
関
す
る
権
利
の
基
礎
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
る
（
同

指
令
前
文
一
八
文
）（
以
上
、M

en
ju
cq 2001,

su
pra

.
n
o
te n

°
8,
p
.
122

）。
労
働
者
参
加
指
令
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
上
田
・
前
掲
注

７
）二
〇

〇
一
年
六
六
六
頁
以
下
、
上
田
・
前
掲
注

９
）二
〇
〇
五
年
九
頁
以
下
、
正
井
・
前
掲
注

７
）二
〇
〇
一
年
四
七
〇
以
下
、
濱
口
・
前
掲
注

７
）三

〇
二
頁
以
下
、M

en
ju
cq 2001,

su
pra.

n
o
te n

°
8,
p
p
.
123

124

等
を
参
照
。

）

二
四

二
四

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
（
笹
川

敏
彦
）



一
〇

お
わ
り
に

⑴

以
上
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
成
立
ま
で
の
歩
み
を
辿
り
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
起
源
は
、
相
当
古
く
に
さ
か
の
ぼ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
九
年
の
テ
ィ
ビ
エ
ル
ジ
ュ
氏
の
提

案
お
よ
び
サ
ン
ダ
ー
ス
教
授
の
提
案
の
時
点
か
ら
起
算
し
て
も
、
成
立
ま
で
に
実
に
四
二
年
の
歳
月
を
要
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
、
欧
州

委
員
会
か
ら
、
一
九
七
〇
年
案
、
一
九
七
五
年
修
正
案
、
一
九
八
九
年
案
、
一
九
九
一
年
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
成
立
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
労
働
者
参
加
の
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
九
一
年
修
正
案
が
頓

挫
し
て
か
ら
の
議
論
が
、
労
働
者
参
加
の
問
題
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
（
八
参
照
）。

⑵

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
を
施
行
す
る
等
の
た
め
に
、
二
〇
〇
五
年
に
、「
信
頼
お
よ
び
経
済
の
現
代
化
の
た

め
の
二
〇
〇
五
年
七
月
二
六
日
法
律
第
二
〇
〇
五
｜
八
四

75
）

二
号
」が
、
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
に
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
関
す
る
二
〇
〇
六

年
四
月
一
四
日
デ
ク
レ
第
二
〇
〇
六
｜
四
四

76
）

八
号
」
が
成
立
し
て
い
る
。
加
え
て
、
司
法
大
臣
で
あ
る
パ
ス
カ
ル
・
ク
レ
マ
ン
（P

a
sca

l
 

C
lem

en
t

）
が
、
破
毀
院
弁
護
士
お
よ
び
憲
法
評
議
会
の
元
構
成
員
で
あ
る
ノ
エ
ル
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
（N

o
elle L

en
o
ir

）
に
依
頼
し
、
二

〇
〇
六
年
九
月
一
五
日
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
関
す
る
詳
細
な
報
告
書
が
公
表
さ
れ
て

77
）

い
る
。

今
後
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
機
関
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と
同
時
に
、
右
の
ル
ノ
ワ
ー
ル
報
告
書
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
立
法
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。

札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
一
号
）

）

二
五

二
五



注

75
）

L
o
i n
°
2005

842 d
u 26 ju

illet 2005,
p
o
u
r la co

n
fia
n
ce et la m

o
d
ern

isa
tio
n d
e l’eco

n
o
m
ie,Jou

rn
al O

fficiel d
u 27 ju

illet 2005,

p
.
12160.

こ
の
法
律
は
、
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
（
同
Ｌ
二
二
九
｜
一
条
以
下
）
お
よ
び
同
労
働
法
典
（
同
四
三
九
｜
二
五
条
以
下
）
の
な
か
に
そ
れ

ぞ
れ
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
同
法
律
に
つ
い
て
は
、
鳥
山
恭
一
「
立
法
紹
介
」
日
仏
法
学
二
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
三
三
頁
以
下
参
照
。

76
）

D
ecret n

°
2006

448 d
u 14 a

v
ril 2006 rela

tif a
la so

ciete
eu
ro
p
een

n
e.

こ
の
デ
ク
レ
は
、
商
事
会
社
に
関
す
る
一
九
六
七
年
三
月
二

三
日
デ
ク
レ
（
同
二
〇
三
｜
三
条
以
下
）
な
ら
び
に
商
業
お
よ
び
会
社
登
記
簿
に
関
す
る
一
九
八
四
年
五
月
三
〇
日
デ
ク
レ
（
同
五
七
｜
一
条
以
下
）

に
そ
れ
ぞ
れ
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

77
）

L
en
o
ir,
su
pra.

n
o
te n

°
8,
p
.
1 et su

iv
.

）

二
六

二
六

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
（
笹
川

敏
彦
）


